
  令和 6年度 学校評価について 

JCHO東京新宿メディカルセンター附属看護専門学校 

 

１．学校運営評価 

本校では、教育の質の向上を目指して、学校運営、教育全般について年度ごと評価を行い、その評

価結果から更に充実した学校運営を図る検討を行います。 

 

２．評価方法と結果 

１）評価項目 

文部科学省「学校評価ガイドライン」、「専修学校における学校評価ガイドライン」、私立専門

学校等評価研究機構「評価基準 Ver.4.0」を参考に 9 項目の評価内容において 56 の評価内容に

ついて評価しています。 

２）評価方法 

【自己評価】常勤の専任教員全員により自己評価を行います。 

【学校関係者評価】本校が選任した、外部講師および JCHOグループ関係者等の評価委員により、

自己評価の結果について評価を行います。 

【評価尺度】0：あてはまらない 1：一部あてはまる 2：概ねあてはまる 3：十分あてはまる 

 

３）結果（令和 6年度） 評価内容の評定平均値（評価点数 0～3点） 

評価 

項目 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ 

評価 

内容 

教育理念

目的 

目標 

教育課程 

教授 

学習 

評価過程 

組織 

管理運営 
入学 

卒業 

就職 

進学 

地域社会

貢献 

国際交流 

教職員の 

育成 

法令等の 

遵守 

自己 

評価 
2.93 2.81 2.69 2.68 2.78 2.70 2.37 2.48 2.96 

学校 

関係者 

評価 

3.00 2.87 2.83 2.85 2.83 2.78 2.56 2.50 

 

2.89 

 
 

 

 

具体的

な取り

組み 

ディプロマ

ポリシーを学

生と共有し、自

己成長と課題

を自覚できる

よう関わりま

した。また、デ

ィプロマポリ

シー達成に向

けて、学年ごと

に到達して欲

しい目標を検

討し明示しま

した。 

 評価基準と

評価方法を明

確にして評価

結果を教育活

動に活かすこ

と、評価しやす

い目標表現の

検討などを行

っていきます。 

教育環境が

整うよう講師

会議や臨地実

習指導者会議、

外部評価を受

ける機会を設

け、教育課程の

改善につなげ

ています。 

臨地実習に

おいては、より

充実した学び

ができるよう、

教員と指導者

の連携や効果

的 な 実 習 方

法・指導のあり

方を病院と共

に検討してい

きます。 

新カリキュ

ラム開始３年

目となり、教育

課程全体(科目

進度や順序性、

科目と授業内

容の一貫性)を

評価修正しま

した。授業は、

指導案検討と

教員間の協働

により展開し

ています。臨地

実習は、評価の

公平性や課題

の明確化に繋

がるよう、ルー

ブリック評価

を行いました。 

変更したカ

リキュラムの

評価と実習評

価表の妥当性

を検討してい

きます。 

校舎移転後、

３年弱が経過

し、学習環境と

して計画的な

備品の購入や

整備が必要と

なっています。

また、多方面か

ら学習継続の

サポートが必

要な現状があ

り、個々の学生

状況に応じた

支援を行って

います。 

日常的な教

育環境の整備

に努め適切な

資源やシステ

ムを活用し、学

生の学習支援

を継続して行

っていきます。 

 新たな募集

活動を実施し

ましたが、定数

の確保はでき

ませんでした。 

 令和７年度

入試に向け、入

試やオープン

スクールの実

施方法を検討

修正し、実施し

ていきます。ま

た、広報活動と

してホームペ

ージ上の情報

発信を工夫し

積極的に更新

を行うなど、定

数確保に努め

ていきます。 

国家試験合

格率 100％、母

体病院への就

職率 80％以上

を目標に指導

をしています。

病院と連携し、 

卒業生による

“看護を語る

会”を実施する

ことで学生は

ポジティブな

イメージを持

ち就職活動を

行っています。 

就職支援と

卒後サポート

の両面からホ

ームカミング

デイを実施し、

卒業生の状況

を踏まえ教育

評価にも繋げ

ていきます。 

学生による

地域住民への

健康教室や病

院内でのミニ

コンサートを

実施しました。

また、地域清掃

やボランティ

アの参加は継

続しています。 

 学生と地域

住民の方々と

の交流を継続

し、更に学びの

機会として内

容と方法を検

討することで、

地域を知り地

域に貢献した

いと思う学生

の育成を目指

します。 

校内のシミ

ュレーション

研修の実施や

近隣の看護学

校及び看護系

学校連絡協議

会主催の研修

を通して、教育

方法を学んで

います。また、

地域交流を意

識した教育活

動を課題とし

て取り組んで

きました。 

教育活動と

しての地域交

流を更に発展

させ、教育成果

としてまとめ

られるよう努

めていきます。 

 各種申請や

報告は期日ま

でに速やかに

行い、法令に基

づいた管理運

営を行ってい

ます。ハラスメ

ント防止に関

しては、現状に

合わせ学生用

マニュアルの

見直しをしま

した。 

ハラスメン

ト防止につい

て学生への周

知を行い、教職

員・学生共に透

明な環境づく

りに引き続き

取り組んでい

きます。 
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Ⅰ 教育理念・目的・目標

Ⅱ 教育課程

Ⅲ 教授・学習・評価過程

Ⅳ 組織・管理運営

Ⅴ入学Ⅵ 卒業・…

Ⅶ 地域社会貢献/国際交流

Ⅷ 教職員の育成

Ⅸ 法令等の遵守

令和6年度

自己評価・学校関係者評価結果

教員 関係者


